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The Bank of Kyoto, Ltd.

生活総合サービス
プラットフォーム

京銀アプリ
から
アクセス

個人のお客さまと
地元企業をつなぐ

個人のお客さまのライフイベントや
ニーズにマッチした地元企業の商品や

サービスを案内

地元企業

京銀アプリ

経営戦略｜お客さまの価値創造によるサステナビリティの実現

デジタル戦略

お客さまに提供する銀行サービスのデジタル化は、個人
のお客さま向けの「京銀アプリ」と事業を営むお客さま向け
の「京銀ビジネスポータルサイト」の2つのサービスが基軸
となります。2021年8月には「京銀アプリ」の全面刷新を
行い、「京銀ビジネスポータルサイト」も順次サービスを追
加しました。あわせて、2021年9月に従来、書面交付（紙媒
体）していた書類を電子交付（ペーパーレス）とする「京銀電
子交付サービス」を開始し、お客さまの利便性向上および
環境保全に取り組んでおります。

先述の通り、当行は前中期経営計画から、リアルの営業
においてお客さまのニーズを起点としたコンサルティング
営業を行っております。

同様にデジタルにおいても、お客さまのニーズ・目的を満
たすサービスを実現できるようなプラットフォームづくりを
目指しております。

お客さまのデジタル化支援は、課題解決に向けたコンサ
ルティング営業の重要テーマの一つです。

中小企業においては、DXという言葉は知っていても何か
ら着手すればよいのかわからない、というお客さまがまだま
だ多い状況にあります。そうした中、当行では、課題把握か
ら導入支援までの所謂「DX 支援」を営業店・本部が連携す
ることで、最適なソリューションを提供しております。地域
企業成長支援プラットフォーム「京銀Big Advance」や「ビ
ジクル」などのマッチングサービスを駆使し、デジタル分野

銀行業務・事務手続のデジタル化については、前中期経
営計画期間（2017～2019年度）から生産性革新に全行を
挙げて取り組み、インフラ整備や事務手続の見直しを進め
てまいりました。また本部の各部門においても RPA や AI
チャットボット、電子契約サービス導入など事務のデジタル
化による効率化を推進しております。これにより、お客さま
の利便性向上を図るとともに、事務から営業への人的リソー
スのシフトを実現させるなどの成果を得ております。

現中期経営計画では、より踏み込んだ取り組みとして、営

銀行サービスのデジタル化

お客さまのデジタル化支援・DX人財育成

銀行業務・事務手続のデジタル化

主に、個人のお客さまには生活総合サービスを、事業を
営むお客さまには総合ソリューションを提供するとともに、
デジタル情報を利活用してパーソナライズ化した提案で、
お客さまのニーズを最大限に満たす仕組みづくりを進めて
まいります。

環境認識と取組方針
　デジタル技術は急速に進展しており、キャッシュレス化、異業種による金融ビジネスへの参入など、金融を取り巻く環境は大
きく変化し、銀行業界でもデジタル化によるゲームチェンジが起こりはじめております。
　当行は2019年6月にデジタル戦略の企画、立案および統轄部署である「イノベーション・デジタル戦略部」を創設し、デジタ
ルの力を活用して、多くのお客さまとのつながりを一層強くすることを目指しております。現在は、銀行業務・事務手続のデジ
タル化（銀行自身のデジタル化）、銀行が提供するサービスのデジタル化、お客さまのデジタル化支援、の3つのデジタル化を
進めております。

【デジタル戦略のKPI】

法 人 向 け 取扱開始～2021年3月末 2021年度 2022年度
実績 実績 ＫＰＩ

京銀ビジネスポータルサイト登録件数
（2020年12月開始） 868件 17,430件 30,000件

京銀Big Advance登録件数
（2020年6月開始） 2,564件 3,348件 7,500件

個 人 向 け 2020年度 2021年度 2022年度
実績 実績 ＫＰＩ

京銀アプリ登録件数 204,622件 319,685件 400,000件

スマート通帳登録件数 108,865件 165,464件 300,000件

（全項目累計表示、京銀アプリ登録件数は当初設定の300,000件を前倒しして達成したため、KPI引き上げ）

業店の行員が行う事務手続の削減を徹底的に進めておりま
す。この取り組みは、従来型事務の8割を非対面・タブレット
へシフトした「従来型事務のない銀行」を目指すことをコン
セプトとしたもので当初計画より前倒しで取り組んでおります。

当行のデジタル化の取り組みイメージ

<３つのデジタル化> <具体的な取り組み内容>

2017年度 2020年度第６次中期経営計画 第7次中期経営計画

お客さまのデジタル化支援 デジタル分野の課題解決型営業

デジタルコネクト

生産性革新・従来型事務のない銀行

銀行サービスのデジタル化

銀行業務・事務手続のデジタル化

での課題解決型営業を展開してまいります。
加えて、当行では的確かつ迅速な課題解決型営業を行う

ため、行員自身のデジタルに関する知識向上・DXマインド
の醸成に努めております。デジタル分野の知識・スキルを
全行員が習得すべきものとし、2022年1月から、デジタル
サポーター（全行員）、DXアドバイザー（法人総合営業担当
等）、DXスペシャリスト（本部行員）の3階層に区分し、早期
に戦力を整え、お客さまのDX支援を強化してまいります。

【取組事例】	

　お客さまに紹介可能なデジタル関連企業を大幅に拡充す
るため、コンサルティング支援ツール「ビジクル」を導入
しました。ビジクルの導入により、お客さまの多様なニー
ズに対し、具体的な課題解決事例をもとに、DX関連のコ
ンサルティング提案をより迅速・的確に行ってまいります。

お客さま

京都銀行

ご相談

提案

対面

オンライン

　お客さまのデジタル化推進は、課題解決に向けたコンサル

月に開設した「京銀デジタルコネクト左京」にお
デジタル化を支援する企業” の

サービスを体験していただくイベントを開催したほか、人気
のパン屋の販売イベントを開催し、実際にデジタルクーポン
を利用いただくなど、リアルな拠点を設置したからこそでき

　また、デジタル化支援に特化した企業とのに業務提携によ

業務・事務手続きのデジタル化

　デジタル技術は急速に進展しており、キャッシュレス化、異業種の銀行業参入など、金融を取り巻く環境は大きく

行業界でもデジタル化によるゲームチェンジが起こりはじめております。 
月にデジタル戦略の企画、立案および統轄部署である「イノベーション・デジタル戦略部」を創設

事務手続のデジタル化（銀行自身のデジタル化）、銀行が提供するサービスのデジタル化、お客さまのデジタル化、の

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、リアルの面談機会の減少や在宅勤務の定着など価値観・ライフスタイルの変

車をかけております。当行も、より迅速にデジタル関連の施策を打ち出すことで、お客さまの期待に応えてまいりま

ビジネスポータルサイト」も順次サービスを追加しました。
　先述の通り、当行は前中期経営計画期間から、リアルの営業
においてお客さまのニーズを起点としたコンサルティング営業
に力を入れております。

　業務・事務手続のデジタル化については、前中期経営計
画期間（2017～2019年度）から生産性革新に全行を挙げて
取り組み、インフラ整備や事務手続の見直しを進めてまい
りました。これにより、お客さまの利便性向上を図ると
ともに、事務から営業への人的リソースのシフトを実現さ
せるなどの成果を得ております。 
　現中期経営計画では、より踏み込んだ取り組みとして、
（営業店の）行員がおこなう事務手続の削減を徹底的に
進めております。この取り組みは、従来型事務の
対面・タブレット化へシフトした「従来型事務のない銀
行」を目指すことをコンセプトとしたもので当初計画より
前倒しで取り組んでおります。

この図は変更なし

さまざまなITツールの提供を進めております。　 

　なお、お客さまのニーズが多様化・高度化する中で、行員
自身もデジタル化についてアンテナを高く張っておかなけれ
ばなりません。そのためには、デジタルへの意識・知識向上
（行員自身のデジタル化）が不可欠です。地銀共同センター
参加行とともにNTT データのデジタルナレッジサイトなどを
活用し、人材育成に取り組むとともに、各営業店に「DX推進
責任者」を設置し、虚力にデジタル化・デジタルサービスを
進める体制を構築しております。

京銀アプリ 京銀アプリからアクセス

各種金融サービスを提供

非金利収入の獲得

【生活総合サービスプラットフォームの取り組みイメージ】

問題解決
プラットフォーム
「ビジクル」

●事例・商品の
データベース
●課題解決事例・
より最適な
ソリューション
をレコメンド

出品商品

【進捗状況】
タブレット端末での事務手続き比率（2022年3月実績）

普通預金口座開設（個人） 96.2%

投資信託購入・解約 93.9%

生命保険申込受付 94.0%

【生活総合サービスプラットフォームの取り組みイメージ】


